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毎週金曜日に活動しており、ペットボトルキャップ回収、校内の清掃、赤い羽根募金、保己一祭など地域のイベントの手伝いや
、文化祭出店、本庄市社会福祉協議会の友愛通信という手作り絵はがきの作成など様々な奉仕活動に取り組んでいる。
課外活動では地域に根付いた活動をしている。ほんじょう寺子屋という団体で長期休暇に本庄市内の小学生向けの｢寺子屋体験｣
イベントを開催しています。高校生の私たちだけでなく大学生や社会人のボランティアと協力しながら、子どもたちも私たちも
楽しいと思えるような企画を準備・運営している。

子どもたちの主体性を引き出すためには、ボランティアが柔軟な対応力と観察力を持つことが重要であると感じた。また、それぞれ
の子どもたちやボランティアが楽しみながら活動に参加できるようするために、今回の反省会で話し合ったの改善点を踏まえて寺子
屋体験に取り組んでいきたい。
・ボランティア同士の連携を強化し、事前に本番を想定しておくで柔軟な対応ができる体制をつくる。
例えば、保健係（ケガをした場合処置を担当する）や全体進行係も増やしたい。また、企画係やグループに、属す係の他にグループ
に属さず全体を見る係も増やしたい。
・子どもたちの参加者募集の前に部員を募集して人手不足を避け、全員をしっかりと見れる体制を作る。
・子どもたちが飽きないようしたり、活動にメリハリをつけたりする為に、休憩時間や外遊びなどのリフレッシュタイムを適宜に設
ける。
それぞれの子どもたちや部員が楽しみながら活動に参加できるようするために、今回の反省会で話し合った改善点を踏まえて寺子屋
体験に取り組んで行きたい。新しい企画やウォーターバトル、キャンプなどの企画・運営にも挑戦していきたい。

ほんじょう寺子屋とは、、？
高校生や大学生が主体となって学生の｢やってみたい｣と思うことを実現するまちづくり団体だ。長期休みに寺子屋体験という本庄市内の小学生向けのイベ
ントを企画・運営している。長期休みに1日 、または2日間開催している。座禅体験や宿題を教えたり、レクリエーションをしたり毎回楽しい企画を用意
！今回はこの春休みに行った寺子屋体験の活動を紹介する。

一日目

【ゲームのルールと役割分担】

チームごとにしていた工夫
自分たちの作ったゲームでどれだけポイント稼ぐことができるかを各班で子どもたち中心に話し合いました。
・的当てチームでは学年の力の差を無くすために「ボールを投げる｣位置を変えていた。
・ルール説明係や投げたボールを拾う係など｢どんな役割があるか」を決めていた。

【外遊び】(休憩)
外遊びでは、子どもたちがケイドロとだるまさんがころんだの2つに分かれて楽しく遊んでいる様子が見られた。

問題点
・高学年だけで遊んでしまい、低学年が飽きてしまう点
・車が出入りするような危険がある所で子どもたちが遊んでしまった点

改善点
外遊びを始める前に子どもたちに注意点を説明しておく。

【各班でゲームを回る】
各班のゲームを回り、子供たちの宣伝やゲームの内容、装飾などをシールポイント制で評価し『Goodデザイン賞』『オモロ
かった賞』などの賞状を作った。
また、最終的にカードが1番多かった上位5名を表彰するなどの制度を作った。
【振り返り】
終わりの会では、表彰や感想発表を行いました。子どもが大きく手を挙げて「難しかったけれど楽しかった！」「またやり
たい！」などと楽しそうに話している姿をみる事ができ、寺子屋体験のやりがいを感じられました！

二日目

前回の冬休みの寺子屋体験

「感謝を形にしよう」をテーマに感謝カード、昼食を作ったり、感
謝の歌を歌いました。
（反省点）
・ボランティアが与えたことを子どもがやるだけの活動になってし
まった
・子どもたちが本当に伝えたいこと、感謝の形をどう表現するかを
子供たち自身で考えることができなかった。

今回の春休み寺子屋体験

・子どもたちが好きなことをしたい！
・子どもたちの自由な発想を引き出し、ポテンシ
ャルを活かしたい
・子どもたちにとってもボランティアにとっても
良い思い出になってほしい

「主体 性」

【アイスブレイク】
寺子屋体験では、皆んなの緊張をほぐすために最初に
全員でアイスブレイクをします！今回は「じゃんけん
ボーリング｣というピラミッド型に並んだ人たちとジ
ャンケンをして勝ち進んでいくゲームをしました！と
ても盛り上がっていたので静かだった空気がいつの間
にか温かい空気に変わった。

【参加者】

子ども48人・ボランティア33人

【工作ルール確認】
寺子屋体験では市内のお寺をお借りしているのでお寺
を傷つけたり、汚したりしないようにルールを子ども
達に共有！｢絵の具はブルーシートの上で使う」という
ことや「カッターは箱の中にちゃんと戻す」などの確
認をして、怪我を防げるようにした。

【ゲーム選び】
スゴロク・的当て・射的・魚釣り・ロケット・カーレー
ス・玉入れ・バナナ・人間すごろく・マグネットレース
・ピンポン玉渡り
11人の企画係のボランティアが用意したゲームの中から
グループで話し合い選んでもらった。

企画 「春寺縁日」＝

ゲームを主とした模擬店をつくって、完成したらみ
んなで遊ぶ！
学生ボランティアをチーム分けして、各チーム毎に
ゲームを考えてもらいそれを参加児童たちと一緒に
作り上げるという内容だ。

「計画書」
限られた時間でスムーズに作業をするため用意
！進捗度も共有して進行を円滑に！

・グループのみんなで話し合いの時間に記入
→アイディアを出し合うきっかけに

「振り返りシート」
1日目と2日目の終わりに頑張ったことや工夫し
たこと、いいなと思ったゲームとその理由を書
いた。
・頑張りを可視化！
・自分の行動を振り返るきっかけに！

私たちの活動について
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